
2000年 出土の木簡

2  14  3

石
川
・加
茂
遺
跡

所
在
地
　
　
　
石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
加
茂

・
舟
橋

調
査
期
間
　
　
一　
第
五
次
調
査
　
一
九
九
九

（平
Ｈ
）
年
四
月
１

一
二

月
、
二
　
第
六
次
調
査
　
二
〇
〇
〇
年
四
月
―
二
〇
〇

一

年
三
月

発
掘
機
関
　
　
働
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
川
畑
　
誠

・
兼
田
康
彦
、
二
　
本
田
秀
生

・

浅
野
豊
子

。
三
谷
正
輝

・
安
　
英
樹

・
田
村
昌
宏

遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡
及
び
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

加
茂
遺
跡
は
、
金
沢
市
の
北

に
隣
接
す
る
津
幡
町
の
加
茂

。

舟
橋
地
内
に
位
置
す
る
。
遺
跡

の
西
側
に
は
、
金
沢
平
野
の
北

端
を
占
め
る
河
北
潟
が
広
が
り
、

東
側
丘
陵
部
の
谷
か
ら
は
舟
橋

川
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
本
遺

跡
は
、
こ
の
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
微
高
地
上
に
立
地
す
る
。
本
遺
跡
の
調

査
は
、　
一
般
国
道
人
号
線

（津
幡
北
バ
イ
パ
ス
）
の
建
設
に
伴
い
、　
一
九
九

一
年

度
よ
り
調
査
が
開
始
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
六
次
を
数
え
る
。

奈
良

。
平
安
時
代
に
つ
い
て
は
、
古
代
北
陸
道
と
こ
れ
に
直
行
す
る
道
路
遺

構
、
河
北
潟
に
向
か
っ
て
流
れ
る
大
溝
、
掘
立
柱
建
物
群
、
井
戸
な
ど
を
検
出

し
て
い
る
。
出
土
遺
物
中
に
は
、
帯
金
具
や
瓦
な
ど
、　
一
般
集
落
か
ら
の
出
土

例
が
少
な
い
物
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
量
の
墨
書
土
器
も
出
土
し
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、　
一
ω
が
北
陸
道
に
直
交
す
る
道
路
遺
構
の
南
側
溝

Ｓ
Ｄ
五
〇
〇

一
か
ら
、　
一
②

・
二
ω
②
が
大
溝
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
〇
〇

一
は
、
幅

一
・
五
―
二
ｍ
深
さ
約
Ｏ

・
八
ｍ
を
測
る
。　
一
部
を

確
認
す
る
に
と
ど
ま
つ
た
た
め
、
開
削
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
九
世
紀
末
に

は
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
以
前
に
調
査
さ
れ
た
古
代
北
陸
道
と
あ

わ
せ
、
調
査
区
北
端
近
く
に
は
加
賀

・
越
中

・
能
登
へ
繋
が
る
三
叉
路
の
存
在

し
た
可
能
性
が
高
い
。

大
溝
は
、
北
陸
道
を
起
点
に
西
南
西
へ
と
の
び
て
お
り
、
約

一
人
Ｏ
ｍ
を
検

出
し
て
い
る
。
規
模
は
、
最
大
幅
約
五
ｍ
深
さ
約
○

・
四
ｍ
ｔ

一
ｍ
を
測
る
。

遅
く
と
も
八
世
紀
前
半
に
は
開
削
さ
れ
九
世
紀
末
ま
で
そ
の
機
能
を
維
持
し
て

い
る
。
本
遺
構
は
、
河
北
潟
に
向
か
っ
て
流
れ
て
お
り
、
水
逗
に
も
利
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
本
遺
跡
は
陸
路
と
水
路
の
交
わ
る
交
通
の
要
衝

に
位
置
す
る
官
衛
関
連
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

(津 幡)



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

第
五
次
調
査

Ｓ
Ｄ
五
〇
〇

一

⑪

　

「文
書
文
書
文
書
生
書
」
　

　

　

　

　

　

　

　

〕牌叉
∞妥
卜
冨

大
溝

〔兎
力
〕

「
＜
免
□
黒
□
□

（
Φ
｝
）
×
や
∞
×
卜
　
ｏ
∞
Φ

側
は
、
習
書
木
簡
で
完
存
し
て
い
る
。
全
面
に
ケ
ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
、
表

面
に
は
カ
ツ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
も
確
認
さ
れ
る
。
下
端
部
は
左
右
か
ら
の
ケ

ズ
リ
に
よ
り
、
若
干
、
圭
頭
状
を
呈
す
る
。
木
取
ヶ
は
板
目
。
墨
の
遺
存
状
況

は
、
三
文
字
目
を
除
き
非
常
に
良
好
。

②
は
、
付
札
で
あ
る
。
下
端
部
と
上
端
部
左
側
を
欠
損
す
る
。
上
部
左
右
の

切
り
込
み
は
、
キ
リ
カ
キ
技
法
に
よ
る
。
上
端
部
に
は
、
キ
リ
オ
リ
の
痕
跡
が

残
る
。
表
一暴
と
左
右
両
側
面
に
は
、
粗
い
ケ
ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
る
。
木
取
り

は
板
目
。
三
文
字
目
に

「黒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
黒
米
の
付
札
で
、
「貢
進

者
名
十
黒

（米
）
十
量
目
」
の
記
載
様
式
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

時
期
は
①
②
と
も
に
、
出
土
遺
構
と
層
位
、
共
伴
遺
物
か
ら
九
世
紀
中
葉
に

位
置
付
け
ら
れ
る
。

他
に
、
人
物
を
描
い
た
木
製
品
が

一
点
出
土
し
た
。
長

一
〇
四
ｍｍ
幅
二
九

ｍｍ

厚
四
剛
。
上
端
の
一
部
と
下
端
部
を
欠
損
す
る
。
上
端
部
は
キ
リ
と
思
わ
れ
る

痕
跡
が
残
り
、
表

・
裏
面
に
は
ケ
ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
る
。
表
か
ら
穿
孔
が
な

さ
れ
、
釘
な
ど
を
打
ち
込
ん
だ
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
木
取
り
は
柾
目
。
上
下

三
体
の
人
物
画
が
描
か
れ
る
。
上
の
人
物
は
、
帽
子
な
ど
を
被

っ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。
い
ず
れ
か
の
箇
所
に
打
ち
付
け
る
、
守
り
札
的
な
使
用
方
法
が
想

定
で
き
る
。

人物を描いた

木製品



2000年出土の木簡

②
　
。
「往
還
人
口
日
日

日
日
□
九
羽
昨
郷
長
官

路〔酢陀
昨
―十
日
□
不
可
“
座
ヵ〕　
　
　
」

。
冦

公
口

Ш

乙
兄
羽
昨
□
丸

動

罷

昨

（ 『
に

鞘

封

四

日

』

が

咽

訊

』
」

霞

益

受

卜

富

ω
は
、
「加
賀
郡
膀
示
札
」
と
で
も
呼
称
す
べ
き
、
膀
示
用
の
木
簡
で
あ
る
。

文
字
方
向
か
ら
み
た
上

。
下
端
部
を
久
損
す
る
。
上
下
の
欠
損
部
を
復
元
す
る

(1)三
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表
面
は
、
非
常
に
丁
寧
な
ケ
ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
、
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
尖

っ
た
金
属
を
使
用
し
、
二
人
本
の
縦
界
線
を
引
い
て
い

る
。
界
幅
は

一
定
で
は
な
い
が
、
二
ｃｍ
前
後
で
あ
り
、
界
幅
七
分
が
意
識
さ
れ

て
い
た
と
い
え
る
。
裏
面
は
、
中
央
の
凸
部
分
の
み
ケ
ズ
リ
調
整
さ
れ
る
。
左

右
の
側
面
は
、
表
面
よ
り
刃
物
を
入
れ
キ
リ
オ
リ
し
た
後
、
オ
リ
の
部
分
に
ケ

ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
木
取
り
は
板
目
で
、
横
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
村
種
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。

墨
の
ほ
と
ん
ど
は
、
風
化
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
が
、
墨
の
防
腐
作
用
の
た

め
字
画
部
分
の
み
周
囲
よ
り
盛
り
上
が
り
、
文
字
の
判
読
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
の
状
態
と
形
状
、
文
中
に

「膀
示
路
頭
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、　
一
定
期
間
、
屋
外
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

各
行
は
、
界
線
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
ず
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
行
は
、

下
に
行
く
に
従
い
、
右
に
そ
れ
る
書
き
手
の
癖
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

木
簡
の
寸
法
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
本
木
簡
は
同
内
容
の
紙
の
文
書
を
転
記

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

構
成
と
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

①
書
式
と
宛
所
　
現
状
で
は
、
冒
頭
に

「符
」
と
書
式
を
記
す
が
、
本
来
は

こ
の
上
の
欠
損
部
分
に

「郡
」
字
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
宛
所
の

「深
見
村
」
は
、
『万
葉
集
』
巻

一
人
に
、
天
平
勝
宝
元
年

（七
四
九
）、
越
前

国
抜
大
伴
池
主
が
加
賀
郡
の
境
、
深
海
村
で
駅
使
を
迎
え
、
越
中
国
司
大
伴
家

持
に
書
状
と
歌
を
贈

っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
ま
た
、
『延
喜
式
』
に
深
見
駅
の

記
載
が
あ
り
、
本
遺
跡
周
辺
も
比
定
地
と
な
っ
て
い
る
。

②
事
書

。
一
ッ
書

　

「壱
拾
条
」
と
み
え
る
が
、
細
目
を
み
る
と
八
条
し
か

な
い
。
内
容
は
、
勧
農
を
目
的
と
し
た
百
姓
の
行
動
規
範
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
末
尾
に
、
細
字
で
村
里
の
長
た
る
人
は
、
以
上
の
禁
制
に
違
反
し
た
百

姓
名
を
報
告
す
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

③
本
文
　
学副
半
に
加
賀
国
符
を
引
く
。
加
賀
国
符
に
は
、
飢
饉
に
至
る
の
は

郡
司
ら
の
責
任
で
あ
る
と
し
、
早
く
符
を
回
頭
で
下
達
し
、
勤
作
さ
せ
る
べ
き

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
半
に
は
加
賀
郡
の
命
令
と
し
て
、
田
領
等
が
村
毎

に
し
ば
し
ば
廻
り

答符
の
旨
を
）
諭
す
べ
き
こ
と
と
、
符
を
路
頭
に
勝
示
す
べ

き
こ
と
、
田
領
等
の
不
正
は
容
認
し
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

④
加
賀
郡
司
署
名
　
天
平
二
年

（±
一一〇
）
「越
前
国
正
税
帳
」
で
は
大
領
な

ど
郡
司
職
の
多
く
を
道
君

（公
）
が
占
め
て
い
た
が
、
本
木
簡
で
は
少
領
に
み

え
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
大
領
錦
村
主
と
擬
大
領
錦
部
連
は
百
済
系
、
主
政

人
戸
史
は
高
句
麗
系
の
渡
来
系
氏
族
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

⑤
年
月
日
　
年
数
部
分
は
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、
嘉
祥
二
年

（人
四
九
）

の
可
能
性
が
高
い
。

⑥
田
領
の
署
名
と
受
取
り
月
日
　
田
領
の
文
部
氏
は
、
第
四
次
調
査
で
出
土

し
た
木
簡
中
に
も
同
姓
者
が
記
さ
れ
て
い
る

（本
誌
第
一
人
号
）。

以
上
の
よ
う
な
内
容
か
ら
本
木
簡
は
、
加
賀
国
か
ら
下
達
さ
れ
た
命
令
を
加

賀
郡
が
田
領
を
通
じ
て
村
々
に
下
し
た
郡
符
で
あ
り
、
そ
の
郡
符
を
膀
示
す
る

た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



2000年 出上の木簡

本
木
簡
の
内
容
は
、
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
中
で
も
、
駅
を
含
め
複
数
の
郷

を
包
括
し
、
少
な
く
と
も
農
業
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
村
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、
文
書
行
政
の
一
環

と
し
て
出
さ
れ
た
本
木
簡
の
中
に
、
日
頭
で
伝
達
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
本
木
簡
は
他
に
も
、
律
令
国
家
に
よ
る
具
体
的
な

勧
農
政
策
、
当
時
の
加
賀
郡
の
状
況
、
深
見
村

。
深
見
駅
の
所
在
、
な
ど
を
窺

い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

②
は
、
完
形
の
木
簡
で
、
そ
の
寸
法
か
ら
六
寸
×
一
寸
を
意
識
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
厚
さ
は
均

一
で
は
な
い
。
特
に
下
端
部
で
は
○

・
五
ｍｍ
ほ
ど
し

か
な
く
、
削

っ
て
は
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
表
裏

。
左

右
側
面
は
や
や
粗
い
ケ
ズ
リ
調
整
が
施
さ
れ
る
。
上
端
部
は
キ
リ
オ
リ
後
ケ
ズ

リ
調
整
と
考
え
ら
れ
る
。
木
取
り
は
板
目
。
墨
の
遺
存
状
況
が
悪
く
、
墨
痕
は

薄
い
。
表
裏
と
も
二
行
書
き
で
あ
る
。
時
期
は
、
二
①
と
同

一
の
層
位
か
ら
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
世
紀
半
ば
と
考
え
ら
れ
る
。

表
面
の
文
意
は
、
墨
痕
が
薄
く
判
然
と
し
な
い
が
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
往
還
人
で
あ
る
某
丸
は
、
羽
昨
郷
長
に
率
い
ら



れ
、
官
路
を
作
る
。
（人
夫
と
し
て
動
員
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
）
召
し
逐
う
べ

か
ら
ず

（＝
拘
束
し
な
い
で
ほ
し
じ
。
羽
昨
郷
は
、
能
登
国
羽
昨
郡
に
あ
り
、

こ
の
木
簡
が
国
境
を
越
え
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
裏
面
は
、

往
還
人
た
る
三
名
の
名
前
と
日
付
、
上
記
三
名
の
保
証
人
と
考
え
ら
れ
る
保
長

の
署
名
が
あ
る
。
日
付
と
録
長
名
は
別
筆
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
通
行
検
察
的
な
内
容
か
ら
、
本
木
街
に
は

一
種
の
過
所
的
機

能
を
想
定
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
出
土
し
た
他
の
過
所
木
簡
に
比
べ
小
型
で
あ
る

こ
と
、
日
付
を
記
す
こ
と
、
宛
先
や
文
書
の
書
式
を
示
す
文
言
が
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
よ
り
簡
便
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

本
木
簡
の
発
見
に
よ
り
加
茂
遺
跡
周
辺
に
は
、
深
見
駅
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
関

（深
見
剣
）
も
設
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
本
遺
跡
は
、
加
賀

。
能
登

・
越
中
の
分
岐
点
に
位
置
し
て
お
り
、
河

北
潟
ひ
い
て
は
日
本
海
と
も
水
路
で
結
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、
能
登
国
に
来
着

す
る
渤
海
使
に
備
え
る
な
ど
、
関
を
設
置
す
る
用
件
を
満
た
す
に
十
分
で
あ
る

と
い
え
る
。

な
お
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
ご

指
導
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

側
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
四

（一
一〇

〇
〇
年
）

（湯
川
善
一
）

「古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
長
登
」
開
催
さ
れ
る

去
る
九
月

一
。
二
日
、
山
口
県
美
東
町
に
て

「古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
長
登
」
が
、
同
町
主
催
で
開
催
さ
れ
、
木
簡
学
会
も
後
援
し

た
。
初
日
に
は
、
人
木
充
氏

「律
令
国
家
と
長
登
銅
生
産
施
設
」
、
近
藤

喬

一
氏

「東
ア
ジ
ア
の
青
銅
生
産
に
つ
い
て
」
、
羅
享
用
氏

「韓
国
の
古

代
金
属
生
産
事
情
」
お
よ
び
底
泰
天
氏
の
補
助
報
告
、
と
い
う
国
際
色
豊

か
な
基
調
講
演
の
後
、
長
登
銅
山
跡
の
現
地
見
学
、
銅
精
錬
復
元
実
験
の

見
学
が
行
な
わ
れ
た
。
二
日
日
は
遺
構

・
遺
物

・
金
属
技
術

。
顔
料

。
分

析
成
果

。
文
字
資
料
と
い
っ
た
各
分
野
か
ら
の
報
告
の
後
に
、
討
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
全
国

。
町
内
か
ら
延
べ
九
六
〇
名
余
り
で
、
盛

会
の
内
に
閉
会
し
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
あ
わ
せ
て

「長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
展
」
が
、

会
場
に
隣
接
す
る
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
保
存
処
理
済
み
木

簡
が
展
示
さ
れ
、
解
説
図
録
も
刊
行
さ
れ
た
。
Ａ
４
判
八
六
頁

（を
フ
ー

図
版
八
頁
）、
長
登
銅
山
跡
出
土
の
主
な
木
簡
二
〇
三
点
の
写
真

・
釈
文
を

掲
載
し
て
お
り
、　
一
冊

一
五
〇
〇
円

（送
料
別
）
で
購
入
可
能
。
購
入
希

望
の
場
合
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
美
東
町
教
育
委
員
会
に
申
し
込
む
。

美
東
町
教
育
委
員
会

〒
七
五
四
十
〇
二

一
一　
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
大
田

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
人
三
九
六
十
‘二
十
五
五
五
六

　
（電
話
　
五
五
五
五
）




